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第17章　「二人の使徒の間でパンを祝福するキリスト」
これまでの多様な解釈の紹介と批判／新しい仮説：「ヨハネとパウロの間でパンを
祝福するキリスト」

第18章　「キリストの永遠の統治下における普遍的教会の設立」
2聖人に囲まれたオランスと戴冠のテーマ／東方型「昇天」ならびに「総合的テオ
ファネイア」図像との比較／大構図装飾の2つのテーマとの比較：「恒常的テオファ
ネイア」／女性オランス像の同定と十字架の出現（「人の子の兆」?）／「普遍的教
会の設立」：“Concordia Petri et Pauli”／結語：「キリストの永遠の統治下にお
ける『普遍的教会』の設立」

第Ⅴ部　「図像プログラム」と「様式的考察」
Ⅰ　サンタ・サビーナ扉の図像プログラム
旧約聖書と新約聖書の予型論的な関係／“Concordia Veteris et Novi 
Testamenti”：初期キリスト教時代の教会堂装飾における旧約、新約聖書図像の
選択と配置／「聖体の秘跡」の石棺、サンタ・コスタンツァのモザイク、ユニウス・バ
ッスス石棺、ブレシアの象牙遺物箱／“Tituli historiarum”における旧約と新約
の主題選択／受難・復活の連続的サイクルと、モーセ：キリストの対比／造形的手
段による「キリストの恩寵の優位」の諸表現

Ⅱ　サンタ・サビーナ扉浮彫の様式的考察
様式的考察に基づく18点のパネルの分類／初期キリスト教美術の周辺作品との
様式的比較

結論にかえて：失われたパネルの主題は復原可能か
5世紀のバシリカにおける扉口の数と位置、ならびに2002年の現状／スピーザー
による復元試案／ロマネスク時代の教会堂扉装飾のプログラムとパネル配置／寄
進者の表現をめぐる仮説の補遺

あとがき／参考文献一覧／図版出典一覧／索引
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木
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ネ
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す
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る
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。
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な
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。20
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べ
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と
、そ
の
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発
見
や
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数
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研
究
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だ
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に
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す
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取
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わ
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取
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べ
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欧米の研究状況に照らし、その図像解析においてこれまでにない独創的な視点
と方法に基づいた研究成果を書き下ろしで公刊する。
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